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〔論文内容の要旨〕

　本論文は，戦後目本の杜会運動を，統一戦線運動の発展過程としてあとづげ

るために，統一戦線運動の今目的段階の枠組みを析出し，その枠組みをもっ
て

杜会運動の各段階の発展１を評価しようとしたものである ・

　また，本論文は，戦後日本労働運動および統一戦線運動の段階の区分・国民

的課題としての貧困（生活）問題への取り組みを，労働運動におげる生活擁護 ・

国民闘争（くるみ闘争，国民春闘），杜会 ・労働運動の対立する潮流の間題と

して分析する構成をとっ ている 。

　すたわち，第１章では，１９４５年から７０年代末までの労働運動を５つの時期に

分げ，杜会運動の広がりのたかで特徴づけている。杜会運動の広がりから特徴

づげることによっ て， 労働組合運動として時期区分する場合とやや異なる区分

を提示している。第２章では，敗戦直後から今目（１９８６年）までの杜会運動を

統一戦線運動の枠組みをもっ て分析し，統一戦線運動の各発展段階を明確に示

している。第３章では，労働運動の国民的課題の１つである貧困 ・生活問題の

重要性を強調している。貧困 ・生活問題への労働組合の取り組み（生活擁護闘

争）の中心に賃金閾争をすえ，賃金闘争の展開から労働運動の発展を見ようと

している。その場合，労働運動の発展は，統一戦線の視点から検討され
・「ぐる

み闘争」と「国民春闘」が対比される。第４章では，国際労働運動の２つの潮

流との関連から，目本の杜会 ・労働運動が，分析される。反核 ・平和運動，そ

れと対照的な独占資本の帝国主義 ・軍国主義的進出との対応関係が検討される ・

　これを内容の上から再整理すれぱ，次のようになる 。

　１．戦後目本の杜会運動を時期区分することによって，各段階の杜会構造と
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対照させて運動の発展を評価しようとしている。時期区分は，本論文のすべて

の課題にわたって重要な分析枠組みとな っている。したが って，本論文の各課

題の解明に当た って，関連する領域の時期区分についての諸成果との対比がな

され・そのうえで独自の時期区分が提起される。時期区分におげる独自性は ，

１つは各段階の杜会構造と関連した国民的課題の析出，２つには統一戦線の移

成を基準とするところにある。戦後目本の杜会構造と関連して国民的課題を析

出することが・戦後目本資本主義の２つの反動期とそこでの国民的課題の確定

を説得的にしている 。

　２・統一戦線を，国民的課題，政権構想，恒常的共繭組織，運動の広がりを
もっ てとらえている。このようた枠組みによっ て， 杜会運動の発展の各段階を

確認することが可能にされた。統一戦線の形成 ・発展を軸にして運動の法則的

発展をあとづけるとき，この発展を阻害する条件が明らかにされる。すなわち ，

戦後世界の国際的緊張関係の中から，国際労働運動に２つの潮流が彫成される

過程と・その克服の条件が摘出される。貧困とともに平和問題の運動課題とし

ての重要性１および「反共」主義克服が不可避であることが結論される
。

　３・労働運動の国民的課題として最も基本的な貧困 ・生活問題は，目本資本

主義の分析から解明される。その場合，目本資本主義は杜会構造から区分され

札この区分と杜会 ・労働運動の時期区分が，国民的闘争課題を媒介にして関

連つげられる。杜会構造は，権力構造，経済機構，階級配置としてとらえられ ，

占領下と「独立」後の違いが強調される。貧困 ・生活間題は，賃金間題を軸に

分析されるが・労働組合の賃金闘争の広がりを媒介に賃金問題と生活問題を繋

ぎ， これを生活防衛闘争として実証する
。

　なお，本論文は，副論文『目本杜会運動史』（岩波書店，１９８２年）および戦

後杜会 ・労働運動史，労働間題関連の著作 ・論文によっ て， 個々の論点たらぴ

に歴史的事例が，補足される 。

〔審査報告要旨〕

１　本論文は，国際的環境のたかにおげる目本資本主義の杜会運動の現段階
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を直視し，そこでの杜会諸運動を統一戦線運動に統合する杜会的諸条件とその

相互関係を理論仮説として提示している。ついで，この仮説をもっ て戦後目本

資本主義における杜会運動の発展過程を，統一戦線運動の発展として解明して

いる。杜会運動の現在の到達段階にもとづく理論仮説を起点として歴史過程を

追い，運動の法則的発展を明らかにするという方法は，杜会運動の歴史分析に

とっ て極めて重要であり ，それは本論文の一貫した方法とな っている 。

　また，杜会諸運動を，統一戦線運動の視点から統括的に把握する方法は，杜

会運動の理論として一つの新しい提起であるぼかりか，杜会運動の今目の到達

点を明らかにするうえでも極めて重要な意義を持つものとおもわれる 。

　２．統一戦線運動を構成する杜会的諸条件とその相互関係を提示し，その理

論的枠組みによっ て戦後目本資本主義の杜会運動を解明したことは，本論文の

最大の特色である。国民的課題，政権構想，恒常的共闘組織，運動の広がりを

もっ て， 統一戦線を把握することを提示し，労農同盟が軸としてもつ重要性を

評価しながらも杜会諸運動と広がりにおいて統一戦線運動をとらえることを提

起している。杜会諸運動を統一戦線運動として統括する理論的枠組みを確定し

たことは勿論のこと，杜会運動の「高揚」期 ・「停滞」期を貫通する運動の法

則的発展を明らかにしたことは，ｒ労働運動の法則的発展の理論」を一段と精

綴化している ．

　さらに，統一戦線運動を構成する杜会的諸条件とその相互関係を定式化した

ことによっ て， 戦後目本資本主義の杜会運動の各段階を，杜会運動の法則的発

展過程として評価することを可能にしている 。とりわけ１９６０年安保闘争を，統

一戦線運動の一つの節目としてそこに至る過程を追跡し，この闘争の評価が提

示された統一戦線の理論的枠組みから評定される。同時にそれ以後の杜会運動

における統一戦線運動の大衆組織 レヘルでの新しい展開が示される。しかも ，

１９６０年安保闘争に至る過程とそれ以後の統一戦線運動を，戦後日本資本主義の

二つの反動期に対応させて解明し，６０年安保闘争の統一戦線運動発展の節目と

しての意義を明らかにしている 。

　３．統一戦線運動の理論的枠組みのなかの国民的課題については，平和と貧
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困の問題として把握している。なかでも貧困の問題については，労働者階級の

状態論の方法に依拠しつつ，賃金闘争から生活防衛への展開として解明してい

る。 その場合に上田耕一郎氏のｒ生活」概念によりつつ，生活問題の今目的広

がりを媒介に杜会諸運動を統一戦線運動に統括する。このような理論展開によ

って，賃金闘争の理論における生活費視点の意義を強調する。貧困の問題にと

って，労働力再生産の問題として把握することは重要である。この論点では大

河内一男氏の戦時杜会政策論以来の主張がある。しかし労働力市場 レベノレの分

析が付げ加えられる。すたわち，本論文では，雇用 ・失業の問題が取り上げら

れる。この雇用 ・失業の問題は，生活防衛の問題の視点から雇用闘争 ・失業反

対として，地域的広がりで取り上げられ，地域闘争の意義が明らかにされる 。

こうして貧困の問題は，国民闘争としての広がりで把握されることになるが ，

このようた理論的展開を提示していることは，本論文の主要な成果である 。

　４．時期区分論では，杜会諸運動論の領域で既に多くの成果がある。本論文

では，それらの成果を批判的に検討したがら，杜会運動の時期区分として総括

的な時期区分を提示している。その時期区分は，統一戦線運動の発展を軸にと

らえられているところに，独自性がある。また，こうして区分された各時期は ，

杜会構造，権力構造，経済機構，階級配置の諸領域にわたって把握されている 。

その結果，戦後目本資本主義の各段階の杜会構造から析出された国民的課題に

もとつく統一戦線運動として，運動の基盤を明らかにすることを可能にしてい

る。

　５．　さらに本論文は，戦後目本資本主義を第二次世界大戦後の世界情勢のた

かで把握し，両体制問の矛盾，資本主義の全般的危機のもとで生起する国際労

働運動の二つの潮流の対立と関連させて，目本の労働運動 ・杜会運動をとらえ

ている。したがって，杜会運動の各段階の統一戦線運動も，国際労働運動の二

つの潮流の影響を受けた対抗的関係のもとでとらえられている。戦後目本資本

主義におげる統一戦線運動の発展を二つの潮流の対抗を克服する過程として明

らかにし，そのことによっ て労働運動 ・杜会運動の発展にとっ て主体的条件が

重要であることを提起していることは，評価できる 。
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　６
．以上，本論文は，杜会運動の理論について，統一戦線運動の法則的発展

の視点から分析するための理論的枠組みと，この枠組みにょっ て戦後目本資本

主義の杜会運動を解明する場合の関連する理論間題を提示したことで，学界へ

の貢献は少たくたい 。

　また，本論文は，すでに学界の評価が確定している申請老の労働 ・杜会運動

史， 労働組合論，杜会政策論に関するこれまでの多数の著書 ・論文を集大成し ，

杜会運動の理論として整理 ・完成させたものである 。
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